
お母さんの食事が赤ちゃんの
健康な歯を育てます

妊娠中はお口の中の
トラブルが多い時期

胎児の歯の成長
赤ちゃんはお母さんのおなかに宿ったその日から
ものすごいスピードで成長を始めます。妊娠初期の胎生7週目には
乳歯のもとが、14週目には永久歯のもとが作られ始めます。

胎児は自らの成長発育のために母体からどんどん栄養を奪ってい
きます。十分な補給がないと母体、胎児ともに栄養不足となってし
まいます。大切なのは妊娠初期から出産まで、栄養バランスのよい
食事を心がけることです。妊娠初期には良質のタンパク質をたっ
ぷり摂ること、中期から後期はカルシウム、リン、ビタミンA・B・C・
Dを多く含む食べ物を摂ることです。

ホルモンの影響と言えども、やはり、お口の中
を清潔に保つことが一番良い対策法です。必ず
しも起こるというわけではないので、適切なブ
ラッシングを心がけましょう。
歯ブラシをお口の中に入れるのが気持ち悪
かったら、ブクブクうがいでもOKです。
“つわり”が終ったら、一度歯科診察を受けてケ
アの方法を教えてもらうことも大切です。

妊娠性歯周炎とは…

原
　
因

注
　
意

① ホルモンのバランスで唾液が粘り、
　 　　　　　　　　食べカスが残りやすいから。

② 唾液が酸性に傾き、口の中で細菌が増えやすいから。
③ 食事の回数が増えて、口の中が汚れやすいから。
④ つわりなどで歯磨きがしたくなくなるから。

妊娠性歯周炎の妊婦さんは、そうでない妊婦さんに比べて、
流産や早産の可能性が高いと言われています。
喫煙やアルコールによる悪影響はよく知られていますが、
歯周炎の悪影響は7倍にもなります。
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